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本論文は、全 3 部・全 8 章によって構成される。第 1 部は、研究の背景と研究課題を描
出し本論文の問題提起をなす部分である。第 1 章の導入と第 2 章の既存の法的枠組みに基
づく帰結の差異のレビューによって解決すべき課題を提示する。第 2 部は、個別の法的諸
問題の分析である。第 3 章が投資型生命保険の法的性質論とそれに伴う規制のアプローチ
のあり方を、第 4 章が投資型生命保険の投資部門（投資口座）の私法上の法律関係を、第 5
章が公法（監督規制・金融規制）上の法律問題を取り扱う。第 3 部は、結論部分というべき
箇所であり、第 6 章では規範的な結論として、第 2 部までに指摘した中国法の問題点に対
する解決策を提示する。次いで、第 7 章は、記述的な分析として、第 2 部までに指摘した中
国法の縦割り規制アプローチとアメリカ法の「形式よりも実質」アプローチという差異が生
じた原因を分析する。最後に第 8 章が本論文の結論を要約する。 
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第 2 部：現行法上の問題点の分析 
第 3 章では、投資型生命保険の法的性質とそれに基づいた規制のアプローチが検討され
る。まず、米国法について 2 つの判例（SEC v. Variable Annuity Life Insurance Company 






































の arbitrage が生じているため、金融危機を未然に防止し（macro prudent）、個別の金融機





































































































別・横断的な金融規制体系に向けて―」（平成 30 年 6 月 19 日）、金融審議会・金融制度ス
タディ・グループ「『決済』法制及び金融サービス仲介法制に係る制度整備についての報告
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より実質」アプローチを採用できない原因を path-dependence theory に求めたが、同理論
は、本来は、convergence（収斂）しない 2 つの異なる制度がある場合において、いずれの
制度の優劣も決せられない・無差別である場合に用いられる議論である(Lucian Arye 
Bebchuk & Mark J. Roe, A Theory of Path Dependence in Corporate Ownership and 
Governance, in CONVERGENCE AND PERSISTENCE IN CORPORATE GOVERNANCE 69 (Jeffery 
N. Gordon & Mark J. Roe eds., 2004))。本論文は、明示的に、縦割りアプローチよりも、「形
式より実質」アプローチが望ましいと論じているのであるから、path-dependence theory で
説明する点はおかしい。 



























2 つがあり、それこそが path-dependence となるのではないか。そして、中国は、現在、監
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督機関が複数あるためアメリカ型に近いといえるが、強大な中央集権型の政府であること
や連邦と州の権限分配の問題が存在しないことなどを踏まえると、必ずしもアメリカ型が
目指すべき唯一の道とは思えないのである。 
このような観点から理想を言えば、FSA によって単一機関化している英国や BaFin（連邦
金融監督庁）を有するドイツなど比較法対象国を拡大すればより包括的な研究が実現でき
るであろう。しかし、それには膨大な時間がかかることや海外研究者・実務家との共同研究
が必要となることが予想される。そこで、さしあたり、現在の提出者の研究の進捗状況や語
学力等を踏まえると、比較的短期間に比較研究ができる法圏として日本や台湾についてよ
り詳細な検討・分析がなされれば、7 章の結論部分はより実りあるものとなったのではなか
ろうか。 
最後に付言するに、本論文が、難解かつ複雑怪奇なアメリカの金融規制を横断的に分析す
る日本・中国では貴重な包括研究であることからすると、英語・中国語のみならず、日本語
でも公表されれば、学界に対する貢献はより大きなものとなったのではないかと推量する。 
 
 
